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•目的 
– ビッグデータを利活用しイノベーションを促進する人材を育成するネットワークを形成する 

•期間 
–平成25年7月～平成28年3月 

•体制 
–受託者： 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 統計数理研究所 

–再委託先： 国立大学法人 東京大学 情報理工学系研究科 

•考慮点 
–スケーラビリティ 

–出口戦略 

–我が国の実情に合った育成 

•事業の５つの柱 
1. 認知度向上・啓発 

2. 人材ローテーションに基づく育成 

3. ベストプラクティスの調査 

4. 教材の開発・展開 

5. ネットワーク形成及び標準化の検討 

 

 

 

事業の概要 
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1. データサイエンティスト現状調査 
– 統計検定合格者に対するアンケート調査 

– 20名の「データサイエンティスト」に対する聞き取り調査 

– 米国シリコンバレーにおける現状調査 
 

2. インターンシップ・パイロットプログラムの実施 
– 東大学生4名 

 

3. オンライン教材の作成 
– 「データサイエンティスト・クラッシュコース」 
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H25年度の主要な成果 
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http://radar.oreilly.com/2014/12/2014-data-science-salary-survey.html 

米国での注目 

“Data Scientist: The Sexiest Job of the 21st 
Century” 



米国における育成取り組み例：INSIGHT DATA SICENCE FELLOWS PROGRAM 
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http://insightdatascience.com/ 



“Fellow”の多くは自然科学の博士号取得者 
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“Data Product”の例： CouchTube 
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データサイエンティストとは、「データプロダクト（動くシステム）」を作れる人 

データ分析によ
るスコアリング 

CouchTube.net 



• Web上でのアンケート(KwikSurveys.comを利用)、5
ページ、平均記入時間10分 

• 回答者： 250名 

• スキル、経験、学歴、自己イメージ、Webプレゼンス
(LinkedInなど)の5項目 
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スキルの選択項目（順列） 

自己イメージの選択項目 
（5レベルの選択） 

http://oreilly.com/data/stratareports/analyzing-the-analyzers.csp 

米国におけるデータサイエンティストのサーベイ 



Data Scientist ４つのタイプ 
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Data Businesspeople 
• 経営工学MBA 

• コンサルティング会社での経
験 

• 現在大企業のデータ分析
チームマネージャー 

• チームと経営層との間の通
訳として役割 

• データを自分で触りたいが、
時間は限られている 

Data Creatives 
• 経済・CS・統計 

• 統計コンサルのベンチャー
を起業 

• 現在大手新聞社に勤務 
• 夜はPythonのオープンソー
ス開発 

• 自身はハッカーと思っている 

Data Developer 
• CS修士 

• 現在中堅のコンサルファー
ムで機械学習ツールの開発
に従事 

• 製品レベルのコードが書け
る 

Data Researcher 
• 分子生物学で博士号を取得 
• 元々はアカデミア指向 

• 現在は国際的な流通会社で
データサイエンティスト 

• 論文は書けるが、マネジメン
トの経験はない 



 

• 定量的調査： 統計検定受験者に対するアンケート (319名) 

• 定性的調査： “データサイエンティスト”に対する聞き取り調
査(20名) 
– 業種： 金融、製造、流通、公共、ITベンダー、コンサルティング 

– 規模： 個人、ベンチャー、上場企業 

– 役割： 部署内分析者、社内コンサルティング、社外コンサルティング、
フリーランス 
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日本の現状： H25年度に行った調査 

http://datascientist.ism.ac.jp/pdf/H25DSTN.pdf 
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定量的調査 



クラスタリングの結果 – キャリアの類型 
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メーカーの製品開発・企画部門
にいる中堅のIT系エンジニア。 

社内では確実にデータの活用
が進んでいる。キャリアパスも
見えている。 

若手で、まだ実務経験は少な
いが、データサイエンティストに
なりたい夢を持っている。 

ITサービス業でデータ分析をプ

ロとして長年実施してきていて、
この仕事に誇りを持っている。 

主に中小のサービス系の企業に
勤める女性。 

比較的自由になる勤務形態を望
んでいる。 



定性的調査 
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彼我の違い 
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プロダクト サービス 

個人の能力 
組織の能力 
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Web・Twitterによる情報発信 
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H26年度の主要な成果 

1. データサイエンティストの「あるべき姿」に関する提言 
– 日本学術会議 提言「ビッグデータ時代に対応する人材の育成」 

 

2. インターンシップ・プログラムの展開 
– インターシップ説明会(6/15/2014) 

– 民間（株式会社アカリク）のノウハウの活用 

– 11社、学生70名 

– インターシップ参加学生からの聞き取り調査 
 

3. ベスト・プラクティスの調査 
– ２つの組織（佐賀県・松竹）における追跡調査 

– クラウドソーシング利用に関する調査 
 

4. オンライン教材の公開 
– YouTube上での公開 
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提言 

 

• 日本学術会議提言「ビッ グデータ時代に
対応する人材の育成」 

 

• 日本版Insightプログラム、資格制度など 

 

• http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-
22-t198-2.pdf 
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育成教材 
「データサイエンティスト・クラッシュコース」 

0.    コース概要 

1. データサイエンティストとは – ブレインパッド佐藤部長 

2. データ解析基礎 – 統数研馬場特命教授 

3. データ可視化とツール – 統数研中野教授 

4. 統計モデリングと機械学習 – 統数研松井教授 

5. 統計的時系列モデリング – 統数研川崎准教授 

6. 最適化 – 統数研伊藤教授 

7. データ分析と意思決定 – 統数研椿教授 

8. データ分析の知的財産 – 統数研丸山教授 
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コースの全体像 （約20分 × ８） 



内外におけるDS育成プログラム 
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http://datascientist.ism.ac.jp/pdf/20141201DSMLv1.0.pdf 

およそ200件の教育プログラムを網羅。Web上で公開 



インターンシッププログラムの実施 
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企業への依頼内容 

• 日程・期間：  
– 平成26年 7月~8月、2ｗ~6w程度 

• 対象：  

– 物理、情報、統計、経営などの分野でデータ分析を学んだ学生（修士、
博士、学部） 

• 受入機関： 
–  データ分析を行う企業・研究機関 

• 内容： 
– タイプⅠ： 特定のデータの深い分析を行う 

– タイプⅡ： データ分析プロセスをひと通り経験する 

– タイプⅢ： データに基づく経営意思決定の現場を見聞きする 
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タイプⅠ： 深い分析 

• 目的：実際のビジネスデータを分析する経験 

– 品質データ、実験データ、マーケティングデータ、Web
データ、… 

– 一つの問題に集中して、現実のデータ分析の難しさ（ノイ
ズ、探索的分析など）を学ばせてください 

• 対象： ある程度データ分析の経験のある学生 

• その他お願いしたいこと 

– ツールの利用環境 (R, SPSS, SQLなど) 

– データ生成の現場の視察 
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タイプⅡ： プロセス体験 

• 目的：データ分析プロセスをひと通り経験 

– ビジネス分析・データ収集・分析・評価・展開 

– 例： 社内でデータ分析サービスを提供する部門 

• 対象： データ分析の基礎知識があり、コンサルティ
ング等のサービスビジネスに興味がある学生 

• その他お願いしたいこと 

– チームとしての活動 

– 顧客(分析依頼者)との接点 
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タイプⅢ： 意思決定 

• 目的：データ分析を意思決定につなげる現場を体験 

– マーケティング部門、事業企画部門など、データ分析の発
注側の部門 

– 必ずしも自社内発注でなくても構わない 

• 対象： データに基づく合理的な経営に興味のある、
マネジメント系の学生 

• その他お願いしたいこと 

– 「カバン持ち」で結構です。できるだけ意思決定の場面に
立ち会わせてください 
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説明会参加学生のデモグラフィー (n = 63) 
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図2. 参加学生のドメイン【再掲】 

情報・通信系

36.5%

数学系

17.5%

経済・経営系

12.7%

物理系

4.8%

生物・農学系

3.2%

その他

25.4%

図3. 参加学生の修学状況【再掲】 

学部

28.6%

修士

63.5%

博士

7.9%
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インターンシップ参加学生の声 

• チームで働くことの難しさと重要性を学んだ 

• ビッグデータを扱うときにデータの前処理が重要であることが分かった 

• 時間をかけて分析しても価値ある結果が得られないことがある一方で、
思いもよらないところから価値を見いだせたりしたことから、対象とする
データに価値があるかどうかを事前に見積もることの難しさを学んだ 

• 大学での研究内容は、あまり役に立たなかった 

• 自分に足りないこと（統計に関する知識、プログラミング・スキル、分かり
やすく伝える能力）が分かった 

• 自分の将来を考える良いきっかけになった 

• メンターがしっかりしていて勉強になった。ただし、メンターがいるところと
いないところが有り、メンターがいるところの方が当然勉強になった。 

• これまでに4回インターンシップに参加したが、育成体制がしっかりしてい
るところが少ない。 

• 学生に資本投資してくれるのは驚いた。 
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データサイエンティスト活用事例調査 – 佐賀県 

• 2014年3月、佐賀県CIO森本様よりデータサイエンティスト協会にデータサ
イエンティスト採用に関して協力依頼 

• 2014年7月、アクセンチュアとの業務委託を発表 

• 8月、佐賀県を訪問してヒアリング 

• その後、1-2ヶ月ごとに電話会議にてフォローアップ 
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佐賀県事例からの知見 
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• 外部コンサルタントの利用 

• 複数ドメインでのノウハウの利用 

• 委託側のコンサル経験者 

• 佐賀県庁内部での意識改革 

• データに基づく政策決定 

• データ分析が触媒となり、組織間の
新しい繋がりが創出 

• 研修によるスケールアップ 

• 施策決定者（課長・副課長クラス）、
分析計画責任者（係長クラス）、分
析実務者に分けて3回実施 

 



フリーランスのデータサイエンティストの現状調査 
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クラウドソーシング
サイトで、データ分
析タスクを発注 

井川他、「クラウドソーシングにおけるデータサイエンティスト活用に関する
初期的調査」、第16回日本テレワーク学会研究発表大会、2014 

10名の受注者 
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いかに受注者のスキルを見極めるか？ 



ネットワーク形成 
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「ビッグデータ利活用人材育成 ワークショップ」 
2/16/2015 @ 国立情報学研究所 

3/7, 2016 Hiroshi Maruyama 34 



H27年度の主要な成果 

1. データサイエンティストのスキルレベル定義 
– データサイエンティスト協会のスキルレベル定義にあたり、日本学術会議 提言「ビッ
グデータ時代に対応する人材の育成」、その他関連情報提供 

– データサイエンティスト協会のスキルチェックリストの事前確認 
– データサイエンティスト協会のスキルチェックリスト公開 (11/13) 

 
2. DS育成関連データベースの作成・公開 

– 教材271コース、コンテスト37 
 

3. 我が国におけるDS人材育成施策に関する提言 
– 「ビッグデータの利活用に係る専門人材育成に向けた産学官懇談会」報告書 (7/30) 

 

4. 海外連携の検討 
– 英国Warwick大学訪問 (9/11) 

 

5. インターンシップ・プログラムの展開 
– 説明会の民間への移管試行 (5/30) 

– 異業種交流会＠東大 (1/31) 
– DSハッカソン (2/20-21) 
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提供されている関連
講座・教育プログラム
のDB化 
（平成27年12月 10日現在、
271講座） 
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データサイエンス関連コンテストのDB化 
（平成27年12月 10日現在、37コンテスト） 
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データサイエンティスト協会によるスキル定義 
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500人/年 

  10倍以上 

  
5～20人 

  

「ビッグデータの利活用に係る専門人材育成に向けた 
産学官懇談会」報告書  
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現在 効果 

棟梁レベル 
      (full) Data Scientist 

世界的トップタレントの輩出 
抜けている。スケー
ルアウトしない原因 

トップ研究教育機関が
小規模に育成 

3,400人 (2008年時。MGI report 

                                    Deep Analytical Talent） 

US: 25,000人 
中国： 17,000人 
インド: 13,000人 

1～３人 



データ分析ハッカソン (2/20-21, 2016) 
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• 平成28年2月20日(土) 9:00 ～21日(日) 18:00 
• 於：統計数理研究所セミナー室１ 
• 対象： データ分析を学んだ学生 
• 人数： 1チーム3名、6チーム 
• データ： 「エンターテインメント系企業における販売データ」
（企業名は、提供元の要請により公開しない） 
• 1年分、およそ1千万レコード程度 

• 課題： データを分析し、売り上げを向上させる施策を提案 
 

• 参加チーム 
1. 東京大学： 修士・学部・学部 
2. 中央大学： 学部・学部・学部 
3. 同志社大学： 博士・学部・学部 
4. 東京大学： 修士・修士・修士 
5. 奈良先端科学技術大学： 修士・修士・修士 
6. 神奈川工科大学： 修士・修士・修士 

 



ccmin01 ccmin02 ccmin11 ccmin12 ccmin13 ccmin14 ccmin15 ccmin16 

学生用インスタンス 動作検証・バックアップ用インスタンス 

… 

データ分析ハッカソンネットワーク構成 
～統計数理研究所共用クラウドを利用～ 

3/7, 2016 

Virtual AP 

Team１ Team2 

アクセスは、VNCプロ

トコルで使う、ポート
番号5901, 5092, 5093
のみを許す。 

仮想サブネット 

主催者側管理PC 

sshによ
る管理 
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4コア、64GBメモリ、500GB HDD 

Team X 

VNC 
Desktop  

:1 

VNC 
Desktop 

:2 

VNC 
Desktop 

:3 

MySQL 
Workbench 

Anaconda 
Spyder 

R Libre 
Office TigerVNCにより、仮

想デスクトップを３
つ立ち上げる 

GUI解析ツールは、MySQL 
Workbench, Anaconda 
Spyder, R, Libre Officeの４
種を提供 

データは、MariaDBに入

れたものと、CSVテキス

トファイルのものの２種
を用意 

OSはFedora23。gcc、perl、
javaなどの一般的なソフト
ウェア開発環境を含む。 
ユーザIDは、”hackathon”
のみ。 

クライアントは、UltraVNC 
Viewerなどの、VNCクライン

トを使って仮想デスクトップ
にアクセス 

クラウドインスタンスの概要 
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スケジュール 
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1日目 
9:00 開会挨拶 
9:10 データ説明 
9:40 ツール説明・ネットワーク接続 
10:00 ハッカソン開始 
      ｜ 
22:00 サーバー停止 

2日目 
8:00 ハッカソン再開 
      ｜ 
15:00 各チームプレゼンテーション 
16:30 懇親会 
17:00 表彰 
18:00 解散 



3/7, 2016 Hiroshi Maruyama 44 

参加学生の声 
• データ分析は探索的 
• 「手法ありき」ではうまくいかない 
• 時間管理の重要性 
• リーダーシップの重要性 



事業成果物の出口 

• 現状調査  
– 日本学術会議提言に反映 

– BD利活用専門人材育成産学官懇談会における提言に反映 

• 教材・コンテストDB 
– データサイエンティスト協会スキル委員会へ移管 

• インターンシップ・プログラム  
– 民間（株式会社アカリク）への移管 

• ハッカソン 
– 今後の統計数理研究所の人材育成事業へ 
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Thank you 
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